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　普通、医師の診察を受けるのは病気の時です。しかし、健康診断は異なります。「自分では健康だと思っている時に受けるのが、
健康診断である」ということです。人間の体は、体内で起こっている変化をなるだけ表に出さないようにしようという性質があり
ます。つまり、体の色々な臓器で変化が起こっていたとしても、最初のうちにはほとんど症状を感じることはありません。逆に
言えば、症状が出てきたということは、症状を隠しきれないくらいに進んでいる可能性もあるということです。
　最も大切なことは「早期発見」と「早期治療」です。そのためには、症状がないとき、つまり自分が健康だと思っているとき
にこそ受けるのが健康診断であるということを理解していただけたらと思います。

健康な時に受けるのが「健康診断」です！

第28回　組合員と職員の活動交流集会

自分らしい暮らしをつづけるために
３
月
16
日
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
大
学
習
室
に
お
い

て
、
28
回
目
と
な
る
組
合
員
と
職
員
の
活
動
交

流
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

医
療
生
協
が
め
ざ
す
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
無
差
別
平
等
の「
地
域
包
括
ケ
ア
」

川崎医療生協の荻野郁子
介護福祉事業部長

　

今
回
の
活
動
交
流
集
会

は
、
ま
ず
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
医
療
生
協
」
の

講
演
を
川
崎
医
療
生
協
の
荻

野
郁
子
介
護
福
祉
事
業
部
長

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
介
護
を
め
ぐ
る

情
勢
と
し
て
２
０
１
５
年
度

介
護
報
酬
改
定
の
内
容
と
影

響
、
２
０
１
８
年
度
介
護
保

険
法
改
正
・
改
定
の
論
議
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
介

護
報
酬
改
定
の
影
響
で
、
利

用
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
は
利
用
料
が

安
く
な
る
一
方
で
、
要
支
援

１
、
２
の
人
は
今
ま
で
通
り

の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
が
要
介
護
３
以
上

に
な
る
た
め
に
、
入
所
で
き

な
い
人
も
出
て
く
る
こ
と
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介

護
事
業
所
に
と
っ
て
も
、
報

酬
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
経
営

が
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
８
年
改
定

で
は
74
歳
以
下
の
人
は
全
員

２
割
負
担
に
す
る
こ
と
、
要

介
護
１
・
２
の
方
へ
の
生
活

援
助
を
自
費
に
す
る
こ
と
が

目
論
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、国
が
考
え
る「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と

医
療
生
協
・
民
医
連
の
目
指

す
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
国
が

考
え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
主
眼
は
公
的
医

療
・
介
護
給
付
費
の
抑
制
に

あ
る
こ
と
、
高
度
急
性
期
の

病
院
医
療
を
「
上
流
」
に
お

き
、
そ
こ
か
ら
「
下
流
」
の

在
宅
に
向
か
う
流
れ
を
つ
く

り
、「
効
率
化
」「
脱
医
療
化
」

を
ね
ら
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
住
ま
い
の
確
保
に
つ
い

て
は
「
自
助
」
と
し
て
そ
の

覚
悟
を
高
齢
者
と
家
族
に
求

め
て
い
る
こ
と
も
話
さ
れ
ま

し
た
。
対
し
て
、医
療
生
協
・

民
医
連
の
目
指
す
「
地
域
包

括
ケ
ア
」
は
、
住
民
参
加
の

「
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
医
療
生
協
の
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
実
践
例
と

し
て
八
王
子
保
健
生
協
の

「
ふ
ら
っ
と
相
談
室
」、
富
山

医
療
生
協
の
支
え
あ
い
の
地

域
づ
く
り
「
た
す
け
っ
と
ク

ラ
ブ
」、
姫
路
医
療
生
協
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
を
担
う
人

づ
く
り
」
な
ど
の
例
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
す
す
ん
だ
生
協

の
特
徴
と
し
て
、
①
地
域
の

ニ
ー
ズ
や
組
合
員
の
要
求
を

つ
か
み
、企
画
・
地
域
活
動
・

事
業
展
開
を
し
て
い
る
②

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
顔
」

を
し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
創
っ
て
い
る
③
「
た
ま
り

場
」
づ
く
り
が
新
し
い
支
部

づ
く
り
、
支
部
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
④

「
地
域
包
括
ケ
ア
を
す
す
め

る
」
職
員
育
成
を
行
っ
て
い

る
⑤
自
治
体
や
地
域
の
事
業

所
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

私
た
ち
医
療
生
協
は
、
国

が
す
す
め
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
無
差
別
平
等
の
「
地
域

包
括
ケ
ア
」を
目
指
す
こ
と
、

医
療
生
協
は
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
５
つ
の
構
成
要

素
（
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
）
を
全
て

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
事
業

の
総
合
性
と
助
け
合
い
の
組

合
員
組
織
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
多
職
種
・
多
機
関
連

携
を
自
信
を
も
っ
て
進
め
ま

し
ょ
う
！
」「
各
事
業
所
・

地
域
の
中
長
期
政
策
戦
略
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
、

生
活
圏
域
で
の
支
部
づ
く
り

戦
略
を
地
域
組
合
員
と
共
に

つ
く
り
実
践
し
ま
し
ょ
う
！
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
活
動
報
告

逗子東支部の小野さん

　

続
い
て
活
動
交
流
で
は
、

『
福
祉
ク
ラ
ブ
と
の
協
力「
は

じ
め
の
一
歩
」』
の
テ
ー
マ

で
、
逗
子
東
支
部
の
小
野
さ

ん
が
医
療
福
祉
生
協
連
に
加

入
し
た
福
祉
ク
ラ
ブ
と
の
あ

い
だ
で
活
動
で
の
協
力
が
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
組
織
部
の
齋
藤
さ

ん
か
ら
は
「
横
須
賀
市
内
の

生
協
間
連
携
」
と
し
て
、
横

須
賀
市
生
協
運
営
協
議
会
の

様
子
や
ユ
ー
コ
ー
プ
岩
戸
店

で
の
岩
戸
支
部
に
よ
る
送
迎

サ
ー
ビ
ス
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
み
う
ら
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
内
藤
さ
ん
は
「
介
護
保

険
２
０
１
５
年
制
度
改
定
の

影
響
に
つ
い
て
」
報
告
し
ま

し
た
。
最
後
に
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
安
護
楽
の
綿
路
さ
ん
に

よ
る
「
安
護
楽
10
周
年
」
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
。
画
面
か
ら
あ
ふ

れ
る
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
と

綿
路
さ
ん
の「
利
用
者
さ
ん
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
職
員
も
頑
張
れ
ま
し

た
」
と
の
言
葉
が
感
動
的
で

し
た
。

　

今
後
、
神
奈
川
み
な
み
医

療
生
協
が
「
み
な
み
ら
し
い

地
域
包
括
ケ
ア
」
を
行
う
に

は
、
地
域
の
人
び
と
や
組
合

員
の
要
求
を
し
っ
か
り
と
つ

か
み
、
組
合
員
活
動
・
事
業

展
開
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
再
認
識
で
き
た
集
会
で

し
た
。「
み
な
み
ら
し
い
地

域
包
括
ケ
ア
」
を
行
う
た
め

に
何
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

みうら訪問看護ステーション
のケアマネージャー内藤さん

ショートステイ安護楽
の綿路さん

組織部の齋藤さん

住み慣れ
た

まちで



神奈川みなみ医療生協 ２０１６年４月第５１４号 （２）

● 戦争法廃止に向けた全国2000万
人署名に取り組んでいます。法
人の目標は15,000筆です。ご協
力をお願いします。
　現在、1,746筆です。
　※2016年３月25日時点

● 平和を題材にした、ポスター・
川柳コンクールのご応募ありが
とうございました。
　 ５月号で発表の予定でしたが、
都合により６月号に変更させて
いただきます。

● 「神奈川まるごと健康づくり」
について、現時点での決定事
項と方向性についての報告、
確認をおこないました。

● 健康づくり委員会2016年度の
活動内容について討議しまし
た。新しい企画を検討してい
ます。詳細が決定次第、お知
らせします。

● 全日本民医連第13回共同組織活
動交流集会in東海・北陸（石川）
　開催日時：2016年９月４日（日）
　13：30～９月５日（月）12：30
　会　場：石川県加賀温泉郷
　テ ーマ：「決めるのは私たち　

憲法をいかし平和・人権・
環境を守ろう　地域まるご
と安心して住み続けられる
まちづくりを」 

　　※参加者を募集しています。

２ ０ １ 6年２月 　２ ０ １ 6年２月 　理事会報告理事会報告

１．年度末に向けた加入・増資の取り組みが話し合われました。
　　１月末までの加入は474件、脱退は予告を含め506件でした。出資金
増資は2,646万円、出資金減資額は2,114万円でした。２月23日まで
の加入は510件となっています。出資金額は2,734万円です。

　
２．2016年度総代選挙実施方針が決まりました。　
　　３月号の機関紙に総代選挙公告を掲載しました。

３．戦争法廃止「2000万人統一署名」のすすめ方を再度話し合いました。
　　「戦争法の廃止を求める統一署名」の用紙を機関誌に折り込むこと
が提案されました。

　
４．2016年１月度の患者利用者状況が報告されました。
　　外来患者：4,910人、訪問看護：122人
　　訪問ヘルパー：95人、デイサービス：140人
　　ショートステイ：65人、ケアプラン：327人
　
５．2016年１月度の経営状況が報告されました。
　　１月度経常利益：328万６千円
　　累計経常利益：1,982万５千円

組合員数：16,087人／出資金額：428,824,000円2016年２月末現在
◆お問合せ先◆

神奈川みなみ医療生協本部 組織部 ☎０４６－８５３－８１０５

社保・平和部会 健康づくり委員会

組織活動部会教育・学習部会

専専門門部部会会
だだよよりり

● 神奈川エリア大学習会のお知
らせ
開催日時：2016年５月31日（火）
　　　　　13時30分～16時30分
会　場：男女共同参画センター横浜
テーマ： 再発見　元気につなが

る生協の魅力
内　容： 基調講演　加藤彰彦（野

本三吉）さん・各生協
活動交流

※ 多くの方の参加をお待ちして
います。

　

一
過
性
脳
虚
血
発
作
（
Ｔ

Ｉ
Ａ　

テ
ィ
ー
・
ア
イ
・
エ

ー
）
と
は
、
脳
に
い
く
血
液

の
流
れ
が
一
時
的
に
悪
く
な

り
、
運
動
障
害
（
手

足
に
力
が
入
ら
な
い

な
ど
）、
感
覚
障
害

（
手
足
の
し
び
れ
な

ど
）、
言
葉
の
異
常

な
ど
の
症
状
が
現

れ
、24
時
間
以
内（
多

く
は
数
分
以
内
）
に

そ
の
症
状
が
無
く
な

る
も
の
を
い
い
ま

す
。
動
脈
硬
化
が
原

因
の
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
心
房
細
動
の
よ
う
な
心

臓
の
病
気
で
も
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
一
過
性
脳
虚

血
発
作
は
本
格
的
な
脳
梗
塞

の
前
触
れ
発
作
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
数
か
月
以
内
に
20

〜
30
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
脳

梗
塞
に
な
る
と
も
言

わ
れ
、
す
ぐ
に
脳
梗

塞
の
発
症
を
予
防
す

る
た
め
の
治
療
を
始

め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
い
わ
ゆ
る
血
を

さ
ら
さ
ら
に
す
る
薬

の
内
服
な
の
で
す

が
、
高
血
圧
症
・
糖

尿
病
・
高
脂
血
症
な

ど
の
あ
る
人
は
食
事

の
際
に
塩
分
に
注
意
し
た

り
、
適
度
な
運
動
を
す
る
な

ど
日
常
的
な
注
意
が
大
切
と

な
り
ま
す
。

診察室から
三浦診療所　所長　藁谷　收三浦診療所　所長　藁谷　收

軽視されがちな
脳卒中の予兆

地域地域のの話題話題★
★

★★
★

★

ビ
キ
ニ
・
デ
ー
参
加
記
録
―  

感
動
の
で
あ
い 

 

横
須
賀
西
支
部　

米
山　

幸
子

１
ビ
キ
ニ
・
デ
ー
は
静
岡
市

で
２
月
29
日
に
開
か
れ
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
へ
新
た
な

行
動
を
！
」「『
核
の
傘
』
Ｎ

Ｏ
！　

戦
争
し
な
い
日
本
」

を
合
言
葉
に
、
全
国
か
ら
８

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
で
は
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
へ
被
爆
者
と
と

も
に
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

の
木
戸
季
市
事
務
局
次
長
が

「
私
た
ち
被
爆
者
は
核
兵
器

を
な
く
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。
再
び
被
爆
者
を
作
ら
な

い
で
ほ
し
い
の
で
す
」、「
そ

の
た
め
に
今
年
、
核
兵
器
を

な
く
す
国
際
署
名
を
世
界
の

人
々
に
訴
え
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
「
新
し
く
始
め
る
国
際
署

名
で
、
核
保
有
国
を
孤
立
さ

せ
包
囲
し
迫
り
ま
し
ょ
う
」

と
長
崎
の
被
爆
者
で
、
長
崎

原
爆
被
災
者
協
議
会
の
横
山

照
子
さ
ん
が
訴
え
ま
し
た
。

基
調
報
告
を
し
た
日
本
原
水

　

被
災
か
ら

62
年
。
２
０

１
６
年
３
・

協
の
安
井
正
和
事
務
局
長

は
、
被
爆
者
に
よ
る
新
し
い

署
名
を
支
持
し
、
全
面
的
に

協
力
す
る
こ
と
、
戦
争
法
廃

止
の
２
０
０
０
万
人
署
名
を

草
の
根
か
ら
広
げ
る
先
頭
に

立
と
う
と
訴
え
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
参

加
し
た
海
外
代
表
の
ス
ピ
ー

チ
が
あ
り
、
沖
縄
か
ら
「
辺

野
古
の
新
基
地
は
作
ら
せ
な

い
」、
福
島
の
代
表
か
ら
は

原
発
事
故
の
特
別
発
言
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
が
終
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
日
頃
の
地
域
で
の
活
動

や
こ
れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い

て
の
意
見
交
流
な
ど
熱
心
な

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
第
５
分
科
会
「
草
の
根
の

運
動
を
強
め
よ
う
、
平
和
行

進
、
地
域
原
水
協
」
へ
参
加

し
ま
し
た
。
全
国
通
し
行
進

者
が
多
く
参
加
し
、
地
元
で

行
進
者
を
受
け
入
れ
、
ス
ム

ー
ズ
な
行
進
が
行
え
る
よ
う

に
様
々
な
段
取
り
を
行
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
と
率
直
な
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に

全
国
を
歩
い
て
み
る
と
、
本

当
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
準

備
し
、
沢
山
の
仲
間
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
歩
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
、
感
謝
の
思
い

は
ひ
と
し
お
で
す
。
私
は
北

海
道
〜
東
京
、
東
京
〜
広
島

ま
で
の
２
回
の
経
験
で
し
た

が
、
地
域
の
人
び
と
の
段
取

り
の
お
陰
で
楽
し
く
歩
か
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
、
各
地
の

原
水
協
の
人
び
と
と
再
会
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。久

保
山
愛
吉
氏
墓
前
祭

全
体
集
会
の
様
子



神奈川みなみ医療生協２０１６年４月 第５１４号（３）

担
を
し
て
作
業
開
始
。
一
口

サ
イ
ズ
に
切
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
の
上
に
苺
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
、
桃
、
バ
ナ
ナ
を
盛
り

付
け
、
そ
の
上
に
生
ク
リ
ー

ム
と
生
チ
ョ
コ
、
カ
ラ
フ
ル

シ
ュ
ガ
ー
。
さ
ら
に

横
に
は
デ
コ
ポ
ン
と

リ
ン
ゴ
煮
も
加
わ

り
、
超
豪
華
な
フ
ル

ー
ツ
山
盛
り
雛
ケ
ー

キ
に
大
歓
声
。「
お

腹
壊
さ
な
い
か
し

ら
？
」
と
心
配
さ
れ

る
人
や
フ
ル
ー
ツ
皿

を
掴
ん
で
離
さ
な
い

人
、
ま
だ
か
ま
だ
か

と
大
賑
わ
い
の
中
、

完
成
！
我
慢
も
限
界

に
な
り
「
い
た
だ
き

ま
ぁ
〜
す
！
」
の
号

令
と
同
時
に
大
き
な
口
に
吸

い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ド
タ
バ
タ
な
が
ら
も
普
段
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
生

き
生
き
し
た
表
情
に
出
逢
え

た
春
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
安
護
楽　

重
田
留
美
子

い
き
い
き
活
動
アアア
ラララ
カカカ
ルルル
トトトトト

　

昔
、
ギ
リ
シ
ャ
に
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
と
い
う
貧
乏
な
哲
学
者
が
い
た
。
樽

の
中
に
住
ん
で
い
た
の
で
「
樽
の
中
の
哲
人
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

　

あ
る
日
、
通
り
か
か
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
が
言
っ
た
。「
何
で

も
ほ
し
い
も
の
を
く
れ
て
や
る
ぞ
」。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
は
答
え
た
。「
何
に

も
い
ら
な
い
。
た
だ
あ
ん
た
が
そ
こ
に
立
つ
と
日
陰
に
な
っ
て
寒
い
。
望

み
は
一
つ
。
ど
い
て
く
れ
」。

　

さ
て
、
今
の
日
本
。
安
倍
総
理
や
政
権
政
党
の
見
て
く
れ
だ
け
の
ば
ら

ま
き
公
約
が
ひ
ど
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
３
本
の
矢
、
失
敗
す
る
と
新
３
本

の
矢
、
一
億
総
活
躍
、
女
性
の
輝
く
時
代
、
美
し
い
日
本
を
取
り
戻
す
…
。

　

言
い
返
し
て
や
り
た
い
。「
あ
ん
た
が
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
暮
ら
し
に
く
い
。
邪
魔
だ
。

望
み
は
一
つ
。
ど
い
て
く
れ
」。 

（
風
）

鳥の目 虫の目

トトトトトトトト

　

逗
子
商
工
会
館
で
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
開
催
し
、
体
組
成

計
、
足
指
力
、
握
力
の
測
定

を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
後
で
、

逗
子
診
療
所
の
田
縁
師
長
か

ら
血
圧
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
を
深
め
て
い

充
実
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク

 

逗
子
東
支
部

る
福
祉
ク
ラ
ブ
生
協
さ
ん
に

よ
る
試
食
会
も
行
い
、
大
好

評
で
し
た
。
参
加
し
た
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た

人
も
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
！

★

配
付
者
さ
ん
と
交
流

 

南
下
浦
支
部

て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
初

め
て
参
加
し
た
と
い
う
人
も

い
て
、
自
己
紹
介
や
ど
の
地

域
を
配
付
し
て
い
る
か
な
ど

話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
に
配
付
者
の
つ

ど
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

雨
の
中
で
し
た
が
、
19
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
配

付
者
の
つ
ど
い
は
毎
年
行
っ

新
し
い
仲
間
と
一
緒
に

 

浦
賀
支
部

　

３
月
17
日
に
毎
年
恒
例
で

あ
る
、
浦
賀
支
部
の
「
新
組

合
員
歓
迎
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
20
人
。

　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
骨
量

と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
話
で
し
っ

か
り
と
学
び
、
そ
の
後
の
企

画
の
折
り
紙
講
座
で
も
皆
さ

ん
し
っ
か
り
と
楽
し
ん
だ
様

子
。

　

も
ち
ろ
ん
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
行
え
る
よ

う
、
新
し
い
仲
間
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
浦
半
島
の
伝
統
芸
能

三
浦
半
島
の
伝
統
芸
能

い
か
と
り
う
た

い
か
と
り
う
た
（
小
坪
の
子
守
歌
）

（
小
坪
の
子
守
歌
）

  

逗
子
中
央
支
部　

熊
谷
直
子

逗
子
中
央
支
部　

熊
谷
直
子

　

沖
に
見
え
る
は　

い
か
と
り

舟
か

　

さ
ぞ
や
寒
か
ろ
よ　

つ
め
た

か
ろ　

ヨ
ー
イ
ヨ
イ

　　

哀
愁
を
お
び
た
美
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
で
す
。
逗
子
の
西
の
は

ず
れ
小
坪
に
伝
わ
る「
子
守
唄
」

で
す
。
か
つ
て
小
坪
は
小
さ
な

入
江
の
漁
村
で
し
た
。
子
ど
も

も
労
働
力
。
家
計
を
た
す
け
る

た
め
に
小
学
校
を
出
る
か
出
な

い
か
の
年
頃
か
ら
、
子
守
奉
公

に
出
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
し
た
。

　　

け
さ
も
は
よ
か
ら　

こ
の
浜

づ
た
い

　

ね
ん
ね
こ
ね
る
ま
で
よ　

守

り
し
ご
と　

ヨ
ー
イ
ヨ
イ

　

子
守
た
ち
が
里
帰
り
で
き

る
の
は
３
月
２
日
、
ひ
な
祭

り
の
前
日
。
つ
ら
い
子
守
仕

事
の
中
で
、
こ
の
日
が
ど
ん

な
に
待
ち
遠
し
か
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

　

は
や
く
日
が
く
れ　

は
や

夜
が
あ
け
て

　

三
月
二
日
が　

こ
れ
ば
よ

い　

ヨ
ー
イ
ヨ
イ

▲逗子市小坪漁港付近

　

初
め
て
の
人
に
は
一
人
で

参
加
し
に
く
い
か
な
、
と
思

い
、
近
く
の
配
付
者
さ
ん
に

声
を
か
け
、
誘
い
合
っ
て
来

て
く
れ
た
の
が
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
子
守
唄
は
赤
ち
ゃ
ん

を
眠
ら
せ
る
唄
で
は
な
く
、

子
守
の
つ
ら
さ
が
に
じ
み
出

た
労
働
歌
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
今
や
小
坪
の
入
江
は

か
な
り
埋
め
立
て
ら
れ
リ
ゾ

ー
ト
地
と
な
り
、
漁
港
は
ほ

ん
の
わ
ず

か
に
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
色

と
り
ど
り
の
果
物
で
春
を
表

現
。
題
し
て
「
男
性
も
楽
し

む
雛
ケ
ー
キ
作
り
」を
開
催
。

包
丁
が
得
意
な
人
に
は
果
物

を
切
っ
て
頂
き
、
麻
痺
で
難

し
い
人
に
は
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

の
生
地
作
り
な
ど
、
役
割
分

春を感じて ― 葉山クリニックショートステイ



神奈川みなみ医療生協 （４）２０１６年４月第５１４号

組合員の組合員の
ひろばひろば

機関紙の感想、日頃のエピソードや文芸、
俳句、和歌などもお待ちしています。

ホームページアドレス（URL） 神奈川みなみ医療生協▶http://www.k-minami.or.jp/ 神奈川みなみ医療生活協同組合  検索 　逗子診療所▶http://www.zushi-clinic.jp/

8 9 1 7
9 4 3

1 8 9
8 5 3 1 6

4 6 7 5 1
2 6 8

3 4 1 6
7 1 5

ツ 　 シ 　 チ エ ス
ウ シ ロ ユ ビ 　 ウ
カ ユ 　 ソ 　 ホ ジ
　 ク ト ウ テ ン
ミ シ ン 　 ギ 　 ゼ
　 ヨ 　 ヨ ワ タ リ
ノ ウ ヤ ク 　 キ ー

4
月号

お
た
の
し
み

お
た
の
し
み
パ
ズ
ル

３月号の正解

出題：鈴木登

正解〈ソツギョウ〉
当選者（敬称略） 応募総数95通　

　　　　　　　〒238 - 0031  横須賀市衣笠栄町2 -19
　　　　　　　神奈川みなみ医療生協　しんぶん係
FAX:046-852-8238　E-mail:h-sosiki2@k-minami.or.jp

あて先
▶ 橫須賀市／ 川﨑葉子
▶ 三 浦 市／小林寿美　中村和江　堀泰子
　　　　　　早川鈴子
▶ 逗 子 市／木村録郎　鈴木千代子　早乙女晴子
▶ 葉 山 町／ 柳本昌子・須藤恵子

◇
問
題
◇

二
重
マ
ス
に
入
っ
た
数
字
の
合
計
は
い
く
つ
に
な
る
で

し
ょ
う
？

◇
ル
ー
ル
◇

① 

空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
〜
９
ま
で
の
数
字
の
ど
れ

か
を
入
れ
ま
す
。

② 

縦
９
列
、
横
９
列
の
そ
れ
ぞ
れ
に
１
〜
９
ま
で
の
数

字
が
１
個
ず
つ
入
り
ま
す
。

③ 

太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
枠
内
（
マ
ス
は
９
個
）

に
も
１
〜
９
ま
で
の
数
字
が
１
個
ず
つ
入
り
ま
す
。

④ 

縦
列
、
横
列
、
枠
内
で
、
同
じ
数
字
が
重
複
し
て
入

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

答
・
ご
住
所
・
お
名
前
を
下
記
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
図
書
券
を
送
り
ま

す
。（
４
月
末
日
必
着
。
発
表
は
５
月
号
）
抽
選
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
お
便
り
は
、
次
号
で
抽
選
を
し
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
の
問
題
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
採
用
の
場
合
は
図
書
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

衣笠診療所 診療体制表 ☎０４６-８５１-１０６２ ２０１６年４月１日現在
時間 月 火 水 木 金 土

午
前

9:00

～

12:00

岡田
中村

（第３　９：00～10：30）

安藤　
田島（糖尿）

岡田
小野村（漢方）

岡田
中村（～10：00）

平野　 雄　
奥山（糖尿）　
藁谷（第４）　
中村（第１、２、３）

岡田
平野 雄（第２、４）

午
後

2:00

～

4:30
平野惠造

岡田
塩田

（神経内科　第２、４）
休診

濱田
堀内（整形外科）
（14：30～第１、２、４、５）

岡田
2：30から

休診

夜
診

5:00

～

7:00
休診 岡田 休診 休診 岡田 休診

※小野村先生（漢方）・塩田先生（神経内科）・堀内先生（整形外科）・奥山先生（糖尿病）は事前予約制となっています。

葉山クリニック 診療体制表 ☎０４６-８７８-８２００ ２０１６年４月１日現在
時間 月 火 水 木 金 土

午
前

9:00

～

12:00

平野
（第１、３、４、５）

中村
（第２）

平野 立壁 平野 平野
浜

平野
（第１、２、３、５）

中村
（第４）

午
後

1:30

～

中村
3：00まで

休診 中村
3：00まで

休診
平野
中村

（第１、３、５）
3：00まで

休診

三浦診療所 診療体制表 ☎０４６-８８９-３３８８ ２０１６年４月１日現在
時間 月 火 水 木 金 土

午
前

9:00

～

12:00

診療 藁谷 藁谷
石井 中村 藁谷  胃カメラ後診察

比嘉　　　 岡田 藁谷（第１、３、４、５週）

中村（第２週）

胃カメラ
【予約】 × × ○ ○ ○（第１、２、３、５週） ×
健診
【予約】 ○ ○ ○ ○ ○ ○（第２週のみ）

午
後 診療 藁谷

3:00～6:00

藁谷 3:00～6:00

石井 2:00～5:00
休診 中村

2:30～5:00

石井 2:00～5:00
森（整形）2:30～5:00
【予約】（第１、３、５週）

休診

逗子診療所 診療体制表 ☎０４６-８７２-３５３０ ２０１６年４月１日現在
受付時間 月 火 水 木 金 土

午
前
８：30

～

11：45

芹澤　　　
藤井（市大）
倉井（宏）
〈胃カメラ〉

芹澤
高橋（淳） 宮崎（市大）

芹澤
清水

倉井
芹澤

倉井
芹澤

午
後

芹澤
倉井（宏）
〈胃カメラ〉

芹澤 休診 松村 倉井
芹澤 休診

受付時間 2:00～4:30 2:00～4:30 2:00～4:30 2:30～5:30

※都合により変更になる場合もあります。

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

三
寒
四
温
を
繰
り
返
し
な

が
ら
春
が
や
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
。
私
が
25
年
間
健
康

づ
く
り
を
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
こ
の
春
で
ク
ロ
ー

ズ
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た

日
々
に
感
謝
。
で
も
心
に
隙

間
が
で
き
た
よ
う
で
も
あ
り

ま
す
。
さ
あ
、
も
う
ひ
と
頑

張
り
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
目

指
し
て
。逗

子
市
／
佐
藤
君
江

時
間
も
忘
れ
て

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。私
事
で
す
が
今
、

大
人
の
塗
り
絵
に
夢
中
に
な

っ
て
い
ま
す
。
前
か
ら
や
っ

て
い
た
の
は
花
、
浮
世
絵
、

風
景
等
で
見
本
を
ま
ね
て
い

た
の
で
す
が
、
今
で
は
自
分

な
り
に
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
絵
心
も
色
彩
感
覚
も
な

い
の
で
す
が
、
時
が
経
つ
の

を
忘
れ
て
没
頭
し
て
い
ま
す
。

横
須
賀
市
／
佐
々
木
美
江
子

新
聞
か
ら
ち
ぎ
り
絵
に

　

こ
れ
は
「
ち
ぎ
り
絵
」
で

す
。
新
聞
の
カ
ラ
ー
の
と
こ

ろ
を
ち
ぎ
っ
て
絵
に
し
ま

春
を
待
つ

　

春
は
待
つ
が
ゆ
え
に
短
く

感
じ
ま
す
。
好
き
な
桜
の
花

を
待
つ
気
持
ち
。
蕾
が
ふ
く

ら
ん
だ
と
思
う
と
気
に
な

り
、風
が
吹
く
と
気
に
な
り
、

小
雨
が
降
っ
て
も
気
に
な
り

ま
す
。
満
開
の
桜
の
下
で
は

ら
は
ら
と
散
る
花
び
ら
に
ド

キ
ド
キ
す
る
季
節
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
71
歳
に
な
っ
て

も
こ
の
ド
キ
ド
キ
は
嬉
し
い

で
す
。

逗
子
市
／
愛
敬
子

薬剤師
募集！

さ
ん

医療生協組合員
さんのお知り合
いの方をご紹介
ください。薬剤
師をめざしてい
る学生さんに
は、奨学金制度
もあります。

はまゆう薬局・なぎさ薬局は、神奈川みなみ
医療生協とともにあゆみ、地域の皆さんに密
着した事業をすすめていきます。

●●・●●●●●募 集 問 い 合 わ せ

•はまゆう薬局•
衣笠診療所ななめ前　横須賀市平作1-12-7
☎046-850-3113（大久保）

•なぎさ薬局 •
三浦診療所前　三浦市南下浦町上宮田3262-4

☎046-889-2421（小松原）

一般社団法人
メディホープかながわ

〔
俳
句
〕

　

あ
と
少
し
と
朝
の
挨
拶
寒
太
郎

 

葉
山
町
／
髙
梨
民
雄

　

春
彼
岸
今
年
も
来
れ
た
と
墓
に
告
げ

 

逗
子
市
／
眞
砂
孝
哉

　

ひ
と
時
は
仏
壇
に
在
り
さ
く
ら
餅

 

横
須
賀
市
／
い
さ
子

　

春
の
鴨
多
々
羅
の
浜
は
水
澄
み
て

 

横
須
賀
市
／
花か

純す
み

　

露
天
風
呂
湯
気
の
彼
方
は
か
す
み
深
き

 

横
須
賀
市
／
佐
々
木
美
江
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

▲横須賀市
　林口八重

子

▲逗子市　市村洋子

す
。
少
し
字
の
入
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
入
れ
て
み
た
り
工

夫
す
る
と
、
と
て
も
楽
し
い

で
す
。
お
た
め
し
く
だ
さ
い

ま
せ
。

逗
子
市
／
市
村
洋
子


